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●
〔目　的〕
脳動脈膚破裂は非外傷性くも膜下出血の主要な原因であり、脳動脈癖の病因についての情報
はその予防に不可欠のものである。ウィリス環を形成している脳動脈の分岐部に発生するいわ
ゆる“先天性〝あるいは“嚢状〝動脈癖は脳動脈癖中最も頻度が高く、その病因は未だ確定し
ていない。その病因について種々の仮説が提唱されてきている。ウィリス環を含む脳動脈系は
全身で最も変異の多い動脈系であり、脳動脈癖の存在するウィリス環にしばしば変異が観察さ
れることより、嚢状動脈癖とウィリス環の変異との間に関係があるらしいと考えられてきた。
しかしながら、これまでの研究は対照例を欠いていたり、変異と動脈癖の局在との関係を明ら
かにしておらず、不十分なものである。我々は動脈癖と変異の間における関連についてより広
範な、より詳細な情報を得る目的で、動脈癖をもった舶例および脳動脈癖のない148の対照例
のウィリス環を肉眼的に検索し、動脈癖群と対照群における変異の頻度、および変異と動脈癖
の部位との関係に焦点を絞り研究を行った。
〔材料および方法〕
研究材料は1976年より1982年の間に滋賀医科大学、京都大学医学部、福井日赤病院で剖検
された脳動脈癖の脳および動脈癖のない対照例の脳で、10％ホルマリン固定されたものである。
ウィリス環を脳より注意して取り外し、魂例のウィリス環が完全に保存されたもののみを本研
究に用いた。ウィリス環の変異および動脈癖を肉眼的、また実体顕微鏡を用いて検索し、スケ
ッチを行った。動脈癖を持たない148例を対照とした。
〔結　果〕
1．脳動脈癖は前交通動脈（AComA）の領域で最も多く（40．3％）、次いで中大脳動脈分岐
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部（22．4％）および内項動脈一後交通動脈（ICA－PComA）分岐部（11．9％）において
多く認められた。
2．いわゆる典型的なウィリス環を示す頻度は動脈癖群では11．3％であり、対照群の46．3％
に比べ明らかな低値を示した。すなわち、動脈膚群において、何らかの脳動脈の変異を伴う
頻度は対照群に比べて有意に高かった（p＜0．01）。動脈癖群で有意に高い頻度を示してい
た変異は非対称性前交通動脈（Asym ACA，p＜0．05）および非対称性後交通動脈（Asym
PComA，p＜0．01）であった。また、median anterior cerebral arteryは動脈癖群
でより高い頻度を示したが有意差はなかった。Ⅹ型（一点癒合型）前大脳動脈および有窓性
交通動脈は対照群に比べて動脈膚群で低い頻度を示した。
3．相関を統計学的に処理した結果、Asym ACAと前交通動脈の領域の動脈輝の問に有意
の相関（p＜0．05）がみいだされた。Asym PcomAとICATPComA分岐部の動脈輝
の場合に相関の傾向がみられた（p＜0．10）。
〔考　察〕
ウィリス環の変異が脳動脈膚の成立に何らかの役割を演じているのではないかとの疑いが持
たれ、2，3の研究の報告があるが、両者の関係はいぜんとして確定していない。我々の研究で
は、脳動脈癖群において変異の頻度は対照群に比べ有意に高く、両者の間に明らかな相関があ
ることを示しており、変異が脳動脈癖発生の一要因であると考えられる。
もし、ある変異が、他の部位の脳動脈膚を伴っているより以上に、ある特定の部位の脳動脈
癖の際に認められるなら、その変異と特定の脳動脈癖との間に明らかな相関があると言えよう。
また脳動脈膚が変異に基づく血行動態の変化によるものと解釈できる。実際に、明らかな相関
を示したAsym ACAとAComAの脳動脈癖の場合、AComAが血液の代償性シャントとな
り、ここに血行動態的ストレスがかかり、これが脳動脈癖の原因となることが考えられる。同
様のことがAsym PComAとICA－PComA脳動脈癖の関係についても言うことができるO
この仮説はラットを用いた我々の実験的脳動脈膚によっても実証された。
その他の変異と脳動脈癖との間の関係は確認できなかったが、これは症例数の不足もあり、
さらに多数の症例の検討が必要である。しかし、多くの脳動脈膚例では、教程の変異が同時に
存在しており、脳動脈癖発生に対する変異の役割を分析する際に、単に統計的観察のみでなく、
個々の症例を丹念に検討する必要がある。
〔結　論〕
ウィリス環の変異と脳動脈癖との間に、また変異と脳動脈膚の部位との間に明らかな相関が
あり、血行動態の変化を介してウィリス環の変異は脳動脈癖の発生と進展に重要な役割を演じ
ているということが出来る。
学位論文審査の結果の要旨
脳動脈癖ことに嚢状脳動脈癖の病因については種々の仮説が提唱されており、定説はない。
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従来より、褒状脳動脈癖は先天性脳動脈膚の別名で呼ばれており、先天的要因が重要視されて
きたが、最近では後天的要因ことに血行動態がその成立に重要な役割を果たしているとの説が
次第に有力となってきている。脳動脈膚の症例においてしばしばウィリス環の変異が認められ
ることより、著者は同変異が脳動脈の血行動態を変化させ、これが脳動脈癖発生の一要因と
なるのではないかとの仮説をたて、人の脳動脈癖の多くの剖検例を検索し、この仮説を証明し
ようとしたものである。
本研究では、完全な形で取り出された亜例の脳動脈癖を持つウィリス環と148例の脳動脈膚
を持たない対照例の脳動脈を肉眼的、実体顕微鏡的に観察し、スケッチを行い、統計的処理に
より脳動脈膚の発生とウィリス環の変異との関係を明らかにしようとした。
その結果、脳動脈輝群において対照群に比べウィリス環の変異の頻度が有意に高いことを見
出し、脳動脈輝の発生にウィリス環の変異がなんらかの重要な役割を果たしていることを明ら
かにした。
また、ある特定の動脈の変異とある部位の脳動脈癖の間に有意の相関があることを見出した。
すなわち、非対称性前大脳動脈と前交通動脈の動脈輝との間に有意の相関があり、非対称性後
交通動脈と内頚動脈一後交通動脈分岐部の動脈癖との間に相関の傾向があった。しかもその脳
動脈癖発生の部位が、これらの変異の存在により血行動態的ストレスがかかる部位に一致する
ことより、ウィリス環の変異が血行動態の変化を介して脳動脈癖発生の原因となると結論し
ている。
この研究はウィリス環の変異が血行動態の変化を介して脳動脈癖の発生の原因となること、
また、脳動脈癖の発生部位を決定するということを明らかにしたものであり、脳動脈癖の発生
機序についての重要な情報を与えるものであり、学位論文に価するものと認める。
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